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 今日，景観研究は多面化・複雑化し，景観論の全体像やその傾向を把握することが困難な状況にある．

さらに景観法に基づく事業や施策の実践が各地で行われており，法律制定前後の景観研究の傾向を整理す

ることは重要ではないか．本稿では，景観法成立前後の98年から07年までの10年間に発表された景観研究

論文を対象に，研究目的別の系譜図を作成した．さらに先行研究の成果を踏まえ，作成した系譜図に対す

る考察から，景観論の動向と今後の課題について検討した．  
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１．はじめに 
 
(1)本研究の背景と目的 
土木工学の分野で景観研究の論文が初めて書かれたの

は1963年(昭和38年)とされ1)，これを起点とすると景観研

究の蓄積は40年余りということになる．04年には景観法

も制定し，景観行政団体にあたる自治体では地域独自の

風景保全を念頭に，景観計画などの施策が活発化してい

る．そうした社会的ニーズに応えるべく，現在まで景観

研究は多くの学会にて盛んに行われている．その一方で，

景観研究は多面化・複雑化し，景観論の全体像やその傾

向を把握することが困難な状況にある．景観研究がどの

ような推移・傾向を持ち，現在に至っているかをまずも

って把握することは，今後の景観研究の展開を考えるう

えでの一助となるだろう．さらに，今日，景観法に基づ

く事業や施策の実践が各地で行われており，法律制定前

後の景観研究の傾向を整理することは重要ではないか． 
よって本稿では，景観法成立前後の98年から07年まで

の10年間に発表された景観研究論文を対象に，研究目的

別の系譜図を作成する．さらに先行研究2)の成果を踏ま

え，作成した系譜図に対する考察から，景観論の動向を

経年的に整理し，今後の課題について検討を試みる． 
 

(2)関連する先行研究と本研究の位置づけ 
篠原は，90年代前半までの景観研究の系譜と展望につ

いてまとめ3)，近年では中島が景観法規の系譜を整理し

たうえで，景観法の位置づけについて論考している4)．

一方，福井は国総研における2005年から2008年の景観関

連研究を整理し，景観行政推進に必要とされる研究課題

について考察している5)．これに対し，柴田は1960年か

ら1998年までの景観研究の目的別系譜図を作成し，その

変遷について考察を行っている6)．本研究はその継続研

究として位置づけられる． 
 
 
２．研究手順 
  

(1)対象研究の選定と内容の整理 

系譜図を作成するに当たり，1998年から2007年までに

発表された審査付き論文集，土木学会論文集Ⅳ，土木計

画学研究・論文集，日本建築学会計画系論文集，日本都

市計画学会学術研究論文集，日本造園学会「ランドスケ

ープ研究」を対象とし，タイトルのキーワード検索によ

り景観研究論文を選出した．検索に際しては，先行研究
7)を参考に「景観，風景，タウンスケープ，空間把握，

スカイライン，眺望，視覚，視空間，都市デザイン，空

間デザイン，デザインガイドライン，伝統的保存，保存

地区，保存行政」の計14のキーワードを設定している．

これら検索結果に加え，土木学会・景観・デザイン研究

論文集の全掲載論文をあわせ，計454編の論文を選出し，

対象論文として収集した． 

系譜図の作成方法として，まず選出された論文ごとに

 



 

精読し，①背景・目的，②対象景観，③分析方法，④結

論，⑤課題，⑥参考文献(ここでは研究系譜の明確化を

目的としているため，主に研究の背景に記述された研究

意義，方向性，着眼点等に直接影響を及ぼしたとされる

文献を抽出し，関連，類似した既存研究の概観等につい

ては除外している)，⑦その発展面・相違点等，研究内

容を整理した． 

 

(2)分類と系譜図の導出 

次に選出した論文を通観し，上記項目中①背景・目的

による分類を試み，⑥参考文献，⑦発展面・相違点に着

目した景観研究の系譜図を導出した．また景観研究の経

年的整理とともに時代背景との関連性，学術的成果につ

いて考察を行った．分類に際し①に着目した理由は，系

統的な研究動向を最も反映させていること，また研究者

が持つ問題意識を浮かび上がらせることで，景観に対す

る論点を明確に出来ると考えたためである． 

  
 
３．目的別研究系譜図の導出と研究動向 

 

(1)選出論文数の推移と分類 

選出された景観研究について論文数の推移を図-1に示

す（なおここでは研究動向をより明確化するため，先行

研究2)より1960年からの論文数推移の結果を加えてい

る）．先行研究によると90年代は景観研究の拡充期とさ

れ，99年にピーク（全論文数56編）を示した後，00～05
年までの6年間では39～46編程の安定した発表が行われ

ている．07年には再度60編を越え現在に至っている． 

一方，学会ごとの論文数の推移を示したものが図-2で

ある．これより都市計画・造園・建築分野では過去10年

以上に渡り年間平均10編以上の安定した発表がなされて

いる．なかでも都市計画と建築においては増加と減少の

年変動が対照的な傾向を示している．また，総じてどの

論文集もほぼ隔年周期で論文数が多く選出されており，

景観に関連する研究成果は一年ほどの短期間では現れに

くいとの解釈もできよう．06年には都市計画・建築・土

木分野の論文数が揃って減少に転じているが，これは景

観・デザイン論文集発刊による影響であると推察される． 

次に，先行研究2)を踏まえ，対象論文の目的を吟味し

抽出された31の研究視点を示す（図-3）．研究視点の内

容の詳細については以降の考察で示すが，本稿ではこれ

らの研究視点を並置し，系譜に対する考察を行う．  

 

(2)系譜図に見る景観論の変遷 

 ここでは上記 31 の研究視点ごとに得られた系譜図に

ついて，その動向を述べる．なお紙幅の都合上，一部の

系譜図を割愛する． 
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図-1 選出論文数の推移 
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図-2 学会ごとの論文数の推移 

 



 

a)自然的，歴史的景観保全に対する制度的現状の把握 

まず，03年の美しい国づくり政策大綱や04年の景観法

成立を受け「制度の運用に対する評価・有効性の把握」

研究が行われている（図-4）．ここではデザインガイド

ライン8)や街並み誘導型地区計画の運用実態に関するも

の9)などが見られる．また，フランスのZPPAUP10) (建築

的・都市的・景観的文化遺産保存区域)やABF (フラン

ス監視官)の役割11)，カナダのNHS制度12) (ナショナルヒ

ストリックサイト制度)，ニューヨークのBID 13) (ビジ

ネス・インプルーブメント・ディストリクト)など，海

外事例の検証が多く行われている．06年にはそれまでの

既成市街地から都市内河川地区といった調査対象の広が

りを見せ14)，さらに自主条例から景観法に基づく景観計

画への制度移行に着目するなど，景観行政の今日的課題

に対応しようとする研究15)も見られる． 

る．06年にはそれまでの

既成市街地から都市内河川地区といった調査対象の広が

りを見せ

 一方で，古い街並みなどを対象とした「歴史的景観の

保存」研究が行われている（図-4）．99年には伝統的集

落の風景保全を継承するための調査研究16)や伝統的建造

物群保存地区(以下，伝建地区)の範囲画定問題に対する

解決手法を見出そうとする研究17)が見られる．また04年
には重伝建地区の現状変更が景観にもたらした影響を検

証した研究18)も行われている．「歴史的景観の保存」研

究は伝建地区を中心に「制度の運用に対する評価・有効

性の把握」の視点を含め，近年まで数多く発表されてい

ることが分かる．  

 一方で，古い街並みなどを対象とした「歴史的景観の

保存」研究が行われている（図-4）．99年には伝統的集

落の風景保全を継承するための調査研究

 さらに制度運用に対する実態把握と類似する研究視点

として「動向・現状の把握」が挙げられる．04年には国

立市都市景観形成条例を取り上げ，条例による開発協議

の改善点が検討されている19)．さらに07年には近江八幡

市を事例とした景観計画策定と景観法制度における手続

き的な課題を明らかにした研究も見られる20)．また伝建

地区の奈良県橿原市を事例に居住環境の実態を把握した

もの21)や武家屋敷地区におけるデザイン誘導を対象とし

たもの22)など，景観保全に向けた知見抽出を意図した論

文の多さが看取できる．  

 さらに制度運用に対する実態把握と類似する研究視点

として「動向・現状の把握」が挙げられる．04年には国

立市都市景観形成条例を取り上げ，条例による開発協議

の改善点が検討されている

b)景観整備に関わる事業効果の把握 b)景観整備に関わる事業効果の把握 

 一方，「事業効果の把握」を目的とした研究も行われ

ている（図-4）．ここではまちづくり活動が都市整備に

果たした役割及び住民の地区イメージへの影響や23)，街

並み景観整備による波及効果を計測するための指標を考

察する研究24)などが見られる．特に景観アドバイザー制

度の運用とその効果に関する研究25)は，同研究視点にお

ける先行研究の成果が継続して応用されている流れが読

み取れる26),27)．一方，歴史的建造物の保全活用が都市デ

ザイン活動に与えた影響を探るもの28)や町並み保存政策

が歴史的景観にいかなるインパクトを与えるかを論じた

もの29)が見られるなど，景観保存事業から新たな景観施

策の展開が効果として目論まれている． 

 一方，「事業効果の把握」を目的とした研究も行われ

ている（図-4）．ここではまちづくり活動が都市整備に

果たした役割及び住民の地区イメージへの影響や

 1.［景観素材・資源の管理利用 ］　　

 2.［自然景観への影響 ］　　　　　　

 3.［植生景観の史的解明 ］　　　　　

 4.［歴史的景観の保存 ］　　　　　　

 5.［制度の運用に対する評価　　　

　　有効性の把握 ］

 6.［歴史的名所の景観特性の把握 ］　

 7.［事業効果の把握 ］　　　　　　　

 8.［設計・計画思想史の解明 ］　　　

 9.［動向・現状の把握 ］　　　　　　

10.［変遷景観の特性把握 ］　　　　　

11.［変動要因の影響把握 ］　　　　　

12.［多目的景観論の提示 ］　　　　　

13.［景観・風景の概念追求 ］　　　　
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16.［原風景・心象風景の影響把握 ］

17.［地方固有要素の構造把握 ］　

18.［イメージ・認識構造の把握 ］

19.［合意形成手法の検討 ］

20.［住民を中心とした計画づくり ］　　　　　　　

21.［シミュレーション・システムの開発 ］

22.［調査手法における安定性の検討 ］

23.［空間構造の把握 ］

24.［シークエンス景観特性の把握 ］

25.［視覚認知特性の把握 ］

26.［眺望を確保した計画づくり ］

27.［視覚的効果の測定 ］

28.［色彩の調和 ］

29.［有効なデザイン手法の提示 ］

30.［景観構成要素と全体評価との関連性の把握］

31.［景観類型の抽出 ］

23)，街

並み景観整備による波及効果を計測するための指標を考

察する研究24)などが見られる．特に景観アドバイザー制

度の運用とその効果に関する研究25)は，同研究視点にお

ける先行研究の成果が継続して応用されている流れが読

み取れる26),27)．一方，歴史的建造物の保全活用が都市デ

ザイン活動に与えた影響を探るもの28)や町並み保存政策

が歴史的景観にいかなるインパクトを与えるかを論じた

もの29)が見られるなど，景観保存事業から新たな景観施

策の展開が効果として目論まれている． 図-3 研究視点 

C)景観変容と評価手法の検討 C)景観変容と評価手法の検討 

 90年代には少ない傾向にあった「変遷景観の特性把

握」研究が30)，04年頃から盛んに行われている（図-5）．

白川村荻町の森林景観の変容を明らかにした研究や31)，

東京都心部における斜面地景観の変容について明らかに

した研究などが見られる32)．05年には文化的景観の調査

手法としての有用性を念頭に，地籍図を用いた農地変化

を明らかにしたものも見られる33)．これに対し，観光地

の景観変容とそれに対する案内役（バスガイド）の語り

に着目したものや34)，観光案内資料等を用いて水辺の空

間改変と人々のアクティビティとの関係を分析したもの

など，景観変容に対する認識論的なアプローチが行われ

ている35)． 

 90年代には少ない傾向にあった「変遷景観の特性把

握」研究が30)，04年頃から盛んに行われている（図-5）．

白川村荻町の森林景観の変容を明らかにした研究や31)，

東京都心部における斜面地景観の変容について明らかに

した研究などが見られる32)．05年には文化的景観の調査

手法としての有用性を念頭に，地籍図を用いた農地変化

を明らかにしたものも見られる33)．これに対し，観光地

の景観変容とそれに対する案内役（バスガイド）の語り

に着目したものや34)，観光案内資料等を用いて水辺の空

間改変と人々のアクティビティとの関係を分析したもの

など，景観変容に対する認識論的なアプローチが行われ

ている35)． 14)，さらに自主条例から景観法に基づく景観計

画への制度移行に着目するなど，景観行政の今日的課題

に対応しようとする研究15)も見られる． 

 80年代中頃より盛んに行われ始めた「評価軸の検討と

方法論の確立」研究がここ10年間のうちに継続して数多

く発表されている（図-6）．眺望の景観評価に着目した

ものとして，自然眺望36)，人工島の住戸からの眺望37)な

どが見られる．また従来より景観評価の基準として重要

視される視覚的まとまり38)やおさまり感39)を再考する研

究が98，02年に都市景観を対象として分析されている．

さらに99年にはまちづくり活動の活発化を受け，市民参

加型景観調査を方法論として提案するものが見られる40)．

06年にはCVM41)やtobitモデル42)の援用といった景観の経

済的評価が特に都市計画学会で論じられている． 

 80年代中頃より盛んに行われ始めた「評価軸の検討と

方法論の確立」研究がここ10年間のうちに継続して数多

く発表されている（図-6）．眺望の景観評価に着目した

ものとして，自然眺望36)，人工島の住戸からの眺望37)な

どが見られる．また従来より景観評価の基準として重要

視される視覚的まとまり38)やおさまり感39)を再考する研

究が98，02年に都市景観を対象として分析されている．

さらに99年にはまちづくり活動の活発化を受け，市民参

加型景観調査を方法論として提案するものが見られる40)．

06年にはCVM41)やtobitモデル42)の援用といった景観の経

済的評価が特に都市計画学会で論じられている． 

16)や伝統的建造

物群保存地区(以下，伝建地区)の範囲画定問題に対する

解決手法を見出そうとする研究17)が見られる．また04年
には重伝建地区の現状変更が景観にもたらした影響を検

証した研究18)も行われている．「歴史的景観の保存」研

究は伝建地区を中心に「制度の運用に対する評価・有効

性の把握」の視点を含め，近年まで数多く発表されてい

ることが分かる．  d)住民参加の景観づくりと合意形成 d)住民参加の景観づくりと合意形成 

 周知のとおり今日，まちづくりにおける住民参加やパ

ートナーシップの推進は一般的であるが，90年代中頃よ

り増加してきた「合意形成手法の検討」や「住民を中心

とした計画づくり」に関する研究は98年から01年に多く

行われている（図-6）．「合意形成手法の検討」におい

ては，AHP手法を用いた計画者グループ間の合意形成支

援を目的とした代替案選定モデルの提案や43)，景観計画

の立案過程における参加システムのデザインを試行的に

提案した研究44)などが建築系論文として見られる．しか

し，協働型まちづくりに対する社会的要請に比べ，合意

形成自体の意義について論じた研究は00年以降あまり行

われていない． 

 周知のとおり今日，まちづくりにおける住民参加やパ

ートナーシップの推進は一般的であるが，90年代中頃よ

り増加してきた「合意形成手法の検討」や「住民を中心

とした計画づくり」に関する研究は98年から01年に多く

行われている（図-6）．「合意形成手法の検討」におい

ては，AHP手法を用いた計画者グループ間の合意形成支

援を目的とした代替案選定モデルの提案や

19)．さらに07年には近江八幡

市を事例とした景観計画策定と景観法制度における手続

き的な課題を明らかにした研究も見られる20)．また伝建

地区の奈良県橿原市を事例に居住環境の実態を把握した

もの21)や武家屋敷地区におけるデザイン誘導を対象とし

たもの22)など，景観保全に向けた知見抽出を意図した論

文の多さが看取できる．  

43)，景観計画

の立案過程における参加システムのデザインを試行的に

提案した研究44)などが建築系論文として見られる．しか

し，協働型まちづくりに対する社会的要請に比べ，合意

形成自体の意義について論じた研究は00年以降あまり行

われていない． 

 



 

 

制度の運用に対する

評価・有効性の把握

98K　葉・浅野：
伝統的建造物群保
存地区を核とした
歴史的景観の保
全・形成のための
地区指定の現状と
変化に関する研究

98Ｔ　森本：風景
保全のための市街
地空間の高さ規制・
誘導に関する研究 -
景観条例に見る建
築物の高さへの取
り組みを例に -

99Ｋ　田中・鳴海：景
観条例・まちづくり条
例にもとづく市民団体
の活動と支援方策の特
性に関する研究 - 兵庫・
大阪・滋賀における景
観およびまちづくり条
例を事例として -01Ｔ　堀崎・北沢ら：

山下公園・日本大通周
辺地区におけるデザイ
ンガイドラインの変遷
と運用に関する研究

01Ｚ　柴田・土肥：
自治体の意識にみる
景観まちづくり条例
の運用実態と効果・
問題点との関係性

98Ｔ　内海・小林：
まちづくり条例の
総合化動向に関す
る研究 - 複合タイ
プとシステムタイ
プについて -

02Ｋ　佐野・岡崎ら：
景観条例に基づくデ
ザイン誘導制度の運
用実態と課題

02Ｔ　宮脇・北原：
都市計画法の用途地
域制と景観条例の景
観地域区分の整合性
に関する研究

02Ｔ　高田・中井：
景観条例による景観
誘導の実態と効果に
関する研究 - 景観形
成地区での届出制度
に着目して -

03Ｔ　大森・高口ら：
文化的景観条例による
町並み保存と景観形成
の手法 - 福岡県八女市
における事例報告 -

05Ｋ　板東・浅野ら：
「総合展開型」の都府
県景観条例における
景観施策の運用状況
と役割に関する研究

05Ｔ　武田・増田：計画
許可申請に対する計画小
委員会報告書の分析を通
じた英国の自然葬地の景
観的価値に関する研究

06Ｚ　武田・増田：
英国の自然埋葬地
における景観的枠
組の分析

06Ｚ　樋口・高尾：
ニューヨーク市の
３ＢＩＤにおける
街路景観整備の実
態に関する考察

06Ｔ　山口・岡崎：都市
内河川沿いの市街地にお
ける景観協議制度の運用
実態 - 広島市リバーフロ
ント建築物等美観形成協
議制度を対象として -

06Ｔ　惣司・澤木ら：
景観整備の取り組みに
おける個々の建築物で
の外観ルールの読み取
られ方とその要因に関
す研究 - 富山県城端を
事例として -

98Ｋ　李・西村：既成
市街地を対象とした自
治体の条例策定による
景観コントロール施策
の展開

出
抽
を
声
の
場
現
る
す
事
従
に
政
行
観
景

考
参
を
果
成

04Ｔ　藤井・小泉ら：
国立市都市景観形成条
例にもとづく開発協議
の実態と課題

慮
考
を
と
こ
う
い
と
観
景
地
街
市
る
け
お
に
区
地
川
河

各事例の景観
的枠組の特徴
を分析

成果を参考にして
多岐わたり分析

に
ら
さ
を
き
続
手
出
届

察
考
に
細
詳

動向・現状
の把握

01Z　黒田・下村
ら：白川村荻町
伝統的建造物群
保存地区におけ
る集落景観の特
徴とその保全に
関する研究

99Z　水野・栗田ら
：農村地域における
景観の変遷に関する
基礎的研究

99Z　田野・横張ら：
地元住民による水田
景観の認知構造

景観素材・資源

の管理利用

98Ｚ　山本・益山ら：大阪
府能勢町における水田を中
心とした農業・農村空間が
保有する景観および生物の
保全機能に関する研究

99Ｔ　宮前：
歴史的風土を
構成する自然
景観管理方策
のあり方に関
する研究

地元住民の
評価を考慮

を
点
い
く
に
れ
さ
識
認
に
民
住

唆
示
を
性
要
必
く
い
て
し
慮
考

　
　
　
　

05ｄ　三宅・庄野ら：
中山間地域における石
造社会基盤の景観保全
システム - 徳島県・高
開の石積みを事例に -

06K　高口・西山：白川村
荻町の伝統的景観管理と
その変遷

考
参
を
果
成

04Z　孫・黒田ら：韓国
安東河回村と岐阜県大
野郡白川村荻町にみる
歴史的景観の管理に関
する比較研究

00Ｋ　高口・西山：
伝統的景観管理と
その変遷

考
参
を
果
成

06Ｔ　秋田：自主条例の
景観法に基づく景観条
例、景観計画への移行実
態に関する研究06Ｔ　内海・小林ら；

景観条例から景観法
を中心とした制度移
行に関する研究

注）数字は発表年を表す．
　Ｄ：土木学会論文集
　ｄ：土木計画学研究・論文集
　Ｋ：建築学会計画系論文集
　Ｔ：都市計画学会論文集
　Ｚ：ランドスケープ研究
  ｄe：景観・デザイン研究論文集
　を表す．
　　また，　　　　は同研究視点，
　　　　は複数研究視点に分類され
　たことを表す．

　　　　　　は

06ｄe　樋口・高尾：
リンカーンにおけ
る土地取得による
田園景観保全の経
緯に関する研究

07K　板東・浅野ら：
「地域限定型」の県
景観条例及び「理念
活動型」の道県景観
条例における景観施
策の運用状況と役割
に関する研究

06ｄe　山本：
景観法成立過
程の政策形成
モデル分析

07T　伊藤・小泉ら：
自治体における複合
型景観整備システム
の展開過程に関する
研究

歴史的景観の保存

98K　和田幸信：
ZPPAUP の景観保
全制度としての
特徴としての特
徴と作成状況

99T　小林・川上：
歴史的市街地にお
ける居住水準を考
慮した町並み景観
誘導のための建築
形態規制

00K　ZPPAUP
の運用による
景観保全手法
について

00T　小林・川上：
居住水準を考慮し
た形態規制緩和に
よる歴史的町並み
景観保全計画

03Ｋ　小林・川上：
伝統的建造物群保
存地区制度の運用
過程における実施
施策の内容

03T　中島・横張：歴
史的な農村景観の保全
からみたカナダのナ
ショナルヒストリック
サイト制度の特徴

04Ｋ　丸山：
１７世紀の
京都の町並
景観と規制

05Ｋ　ｿﾑﾁｯﾄ・河本ら：
ﾙｱﾝﾌﾟﾗﾊﾟﾝの歴史的遺
産保存地区における
PSMV の現状と課題

05Ｋ　和田：フランス
における歴史的建造物
の周囲の景観保全に関
する研究

05Ｋ　大橋：ジョン・
ラボックによる古記
念物保護法の制定と
その後の建築保存行
政への影響について

05Ｋ　丸山：１８～１９
世紀の京都の町並景観と
瓦葺規制

99Ｚ　温井：村上市上五
十沢集落の風景とその保
全継承に関する研究

03Ｋ　正本・小浦：
通り景観における歴
史的環境特性の持続
に関する研究 - 京都
都心地区の景観のま
とまり調査より -

04Ｚ　中江・包清：
玄海国定公園の海辺
における自然景観の
再生・保全計画の必
要性に関する研究

04Ｋ　牛谷・増井
ら：重要伝統的建
造物群保存地区に
おける現状変更に
伴う景観変容に関
する研究

03Ｔ　村上・村橋：
街並み誘導型地区計
画による市街地景観
形成に関する研究

察
考
を
地
例
事
的
体
具

現状変更を建築形
態の変容の検証か
ら分析

99Ｋ　山本・土久：
伝統的建物の形態面
からみた保存地区画
定手法に関する研究

99Ｋ　山本・田中ら：
伝統的建物の形態面か
らみた保存地区画定手
法に関する研究

成果を参考

考
参
を
果
成

変遷景観の
特性把握

05Ｋ　大島：
伝統的建造物
群保存地区に
おける町並み
保存に対する
住民意識

07K　水ノ江・西山徳明：
明治中期の土地利用にみ
る合掌造り集落の空間構
成と伝統的景観

07Z　木村・深町ら：
嵯峨嵐山における竹林
景観の実態と景観保全
施策に関する研究

07K　權・小浦：歴史的
景観保全を目的とする
経済的支援施策による
居住環境変化に関する
研究

07Z　住吉・包清：柳川
市の水郷景観保全のため
の計画区域に関する基礎
的研究

06ｄe　渡辺・横内ら：
「虹の松原」における
景観管理方策に関する
研究　管理内容と景観
価値との関連性

07ｄ　樋口・岡本ら：
沿線自治体と群成長管
理組織の連携による
シーニックバイウエイ
景観管理に関する研究

及
言
て
い
つ
に
方
り
あ
の
策
方
理
管
観
景
ら
か
性
連
関
の
と
値
価
観
景
と
遷
変
の
容
内
理
管
の
林
松

考
参
を
果
成

05Ｔ　マテオ・宮脇：
群馬県山村集落六合村
赤岩地区における文化
的景観に関する研究 -
歴史的な絵図、地籍図、
土地台帳を用いた農地
のランドスケープの歴
史的変遷分析 -

用
活
を
法
手
析
分

述
記
に
細
詳
て
い
つ
に
体
自
観
景
落
集

07Z　牧野・上山ら：
景観地区指定プロセス
を通じた景観形成にお
ける水と緑のストック
の有効性に関する研究

析
分
を
性
能
可
の
成
形
観
景

の
観
景
遷
変

握
把
性
特

06ｄe　樋口・竹林
ら：対馬市厳原にお
ける歴史的石塀の保
全状況と市民意識に
ついての研究

98Z　志賀・重
松ら：山間集
落における農
林地管理の変
遷と景観変化
に関する研究

自然環境へ
の影響把握

02Z　松島・浅川ら：
北海道沿岸における
自然景観の保全に関
する研究

03Z　浅見・赤松ら：
松原の植生景観の保
全に与える管理
の影響

の
へ
境
環
然
自

握
把
響
影

98Ｔ　原田：景観
アドバイザー制度
による景観行政の
実態

事業効果

の把握

00Ｋ　川島・小嶋ら：街並み
景観整備による建築更新の誘
導効果に関する研究 - 北海道
小樽市を対象として -

98Ｔ　岸田：都市
デザイン活動にお
ける歴史的建造物
の保全活用の意義

98Ｔ　柴田・鳴海：
自治体による「景
観インベント
リー」の策定状況
に関する研究

99Ｔ　大久保：「景観整備地区
でのまちづくり活動に関する
研究」- 北九州市門司港のレ
トロ地区の場合 -

99Ｔ　瀬口・河合：景観
行政における景観アドバ
イザー制度の運用と実態
/ 助言内容と受容状況か
らの分析 - 愛知県半田市
の事例 -

03Ｋ　浅野：映画作品
を通して見た信州上田
の景観資源の特色

03Ｋ　浅野：映画で
撮影された信州上田
の都市景観の変容に
関する考察

実際の運用上にまで
踏み込んだ調査分析

景観アドバイスの
内容に立入って研究

考
参
を
果
成

る
す
対
に
用
運
の
度
制

握
把
の
性
効
有

・
価
評

07ｄ　毛利・星野ら：大学
での少人数教育を契機とし
た景観まちづくりの実践

考
参
を
果
成

07ｄe　樋口・牟田口ら：都心街路空
間における公園的空間の創出に向け
た取組みについてのケーススタディ

07ｄe　樋口・田浦ら：遠賀川直
方地区緩傾斜スロープ高水敷にお
ける来場者行動特性

98Ｋ　李・西村：既成市街地
を対象とした自治体の条例策
定による景観コントロール施
策の展開

歴史的名所の
景観特性の把握

歴史的名所の
景観特性の把握

07K　平松・小浦：
住宅市街地における
共同住宅の景観形成
課題に関する研究

図-4 研究系譜図（景観素材・資源の管理利用，歴史的景観の保存，制度の運用に対する評価・有効性の把握，事業効果の把握） 



 

 

変遷景観の

特性把握

変動要因の

影響把握

景観・風景

の概念追求

99Ｚ　水野・栗田ら：
農村地域における景観
の変遷に関する基礎的
研究

00Ｋ　佐野・岡崎ら：
伝統的様式を継承した
新たな町並み景観の形
成過程と計画的課題

00Ｔ　葛城・渡辺：形態
規制の変遷からみた不整
形な建築物群が形成する
不連続な都市景観の形成
過程について

01Ｋ　内海・林ら：史跡
保存地区における町家の
ファサードの変化

01Ｋ　北條・初田ら：
昭和５３年から平成
１０年における都市
型の景観条例に用い
られた項目にみる内
容の変遷

02Ｚ　温井：北村山
地域における歴史的
風景保全の取り組み
の評価に関する研究

02Ｋ　岩佐・長澤ら：
住戸の増改築による街
路景観の変容

02Ｚ　黒田：白川村荻町
の森林における利用と景
観の変容に関する研究

03Ｚ　黒田・小野：
白川村研究の系譜に
みる文化財としての
集落景観保全におけ
る問題点

04Ｋ　松本・戸沼：
東京都心部における
斜面地景観の変容

04Ｋ　板東・浅野ら：
都道府県における景
観条例の変容に関す
る研究

05Ｚ　平岡：天竜川
沿川における新旧写
真比較からみる景観
の変容に関する研究

05Ｋ　千代・横山：
戦後復興期広島の観
光景観とその語り

06Ｋ　千代・横山：
高度経済成長期以後
広島の観光景観とそ
の語りの変容

05Ｔ　マテオ・宮脇：
群馬県山村集落六合村
赤岩地区における文化
的景観に関する研究 -
歴史的な絵図、地籍図、
土地台帳を用いた農地
のランドスケープの歴
史的変遷分析 -

06Ｋ　笠：オランダ
の協議型空間計画に
おける戦略としての
都市デザインの発生
について

06Ｔ　深谷・宮脇；土地利
用変化から見た日光街道沿
いの歴史的景観の変遷に関
する研究 - 旧日光市から旧
今市市における地籍図、土
地台帳、公図の比較調査 -

99Ｋ　大影・宗本：
景観画像の特徴の時
刻変化と昼・夕・夜
景の「図」と「地」
の考察

05Ｋ　李・後藤ら：
繁華街の各種照明が
夜間景観に与える影
響に関する研究

99Ｚ　西嶋・仲間：江戸
時代の朝鮮通信使による
風景認識と体験記述の特
徴に関する研究

00Ｚ　西嶋・仲間：朝鮮
通信使による風景の記述
に見られる風景生成と定
着について

00Ｚ　平澤：
『廻国雑記』に

みる名所・風
景の記述

00Ｚ　青木：風景画の
歴史と思い出に残る風
景から探る自然風景評
価の発達

01Ｚ　青木：明治以降の
著書に見る風景理解の変
遷に関する

01Ｚ　西嶋・仲間：関門海峡
地域において成立した風景の
構造に関する史的考察

03Ｚ　西田：明治後期
の風景画家アルフレッ
ド・パーソンズと大下
藤次郎による自然景の
発見

04Ｔ　馬木：明治・
大正期の外濠の改
築・埋立にみる都
市風景のとらえか
たについて

04Ｚ　黒田・小野：明治末
から昭和初期における史蹟
名勝天然記念物保存にみる

「風景」の位置づけの変遷

05Ｚ　小野：明治末期
以降の山林の変容と「ふ
るさと」風景観の成立
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99Ｔ　大影・宗本：
マクロスケールな
景観画像の明暗構
造とその時刻変化
の考察

より一般的な
問題に展開

07T　是澤・田中ら：
建築と周辺環境の景
観保全に関わる気候
風土とその研究思潮

07ｄe　田中・二村
ら：水辺の景観認識
の変遷に関する研究

07K　高松：
画家 T・ダニ
エルにおける
理想的な風景
とインド建築

07Z　西田：瀬
戸内海における
漢文学のまなざ
しに見いだされ
た風景

06ｄe　藤井：風景の
近代化とニヒリズム

06ｄe　佐々木：現代
の景観の目的と処方

07K　横山・千代：第二次
世界大戦後における名所
広島城のバス観光案内と
観光景観の変容

07Z　鄭・小野ら：京都府
美山町における重要伝統
的建造物群保存地区選定
に伴う景観変化に関する
比較研究
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04Ｋ　大島：伝統的
建造物群保存地区に
おける歴史的景観の
変容
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成

06Ｋ　乙部・鍵野ら：
都市における俯瞰夜
景の景観認識に関す
る基礎的研究
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07K　李・
後藤：車窓
ｼｰｸｴﾝｽ景観
の夜間注視
特性に関す
る研究

照
参
を
果
成

07ｄe　Carlos ZEBALLOS,
Yoshifumi DEMURA et al： THE
PROCESS OF URBAN CATALYSIS
IN AREQUIPA FROM 1868 TO 1920

07ｄe　山
口・窪田ら：
歩道におけ
るｾﾝｻｰ照明
の活用形態
と光環境

05ｄ　星野：状況景観
モデルの構築にむけた
基礎的研究

01Ｚ　岡田：産業
廃墟景観論・試論

03Ｋ　田路：カースル・
ハワードの風景の現象
学的考察（1）

多目的景観

論の提示

動向・現状の把握

98Ｔ　佐野・岡崎ら：
橿原市今井町伝建地
区における長屋の利
用形態と景観の実態

00Ｔ　土久・山本：ス
トックホルム・ガスラ
スタン地区における伝
統的景観の実態

00Ｔ　大坂：工業都市室
蘭における初動期の都市
景観行政に関する報告

00Ｔ　山崎：ルネサンス
期フィレンツェの都市デ
ザインとそのパリへの伝
播に関する研究

01Ｚ　温井：生活・生業の
場としての歴史的風景保全
の研究史に関する考察

01Ｚ　裵・薜：九州地方
における景観行政の現状

02Ｋ　牛谷・明智ら：
重要伝統的建造物群保
存地区における修景事
態に関する研究

02Ｚ　松井・酒井：学術
研究及び環境アセスメン
トにおける景観解析手法
の変遷とその比較に関す
る研究

04Ｋ　小栁・岡崎：武家屋敷
地区のデザイン誘導における
景観形成基準の運用実態 - 村
上市歴史的景観保全条例を対
象として -

04Ｔ　藤井・小泉ら：
国立市都市景観形成
条例にもとづく開発
協議の実態と課題

04Ｋ　土久・山本：
個性的景観形成のた
めの歴史的建造物形
態の類型的把握手法

04Ｔ　宮脇・武内ら：イタリア
の地方分権下における国と州政
府と県と基礎自治体の風景保全
プランニング体系に関する研究

05Ｚ　大澤・勝野：
大分川中流部の農村
景観における両生類
の分布パターン

05Ｋ　郭・北原：韓国
における都市景観行政
に関する基礎的研究

03Ｋ　土久・山本：
形態的なまとまりと
変化の視点からみた
歴史的景観に関する
研究
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制度の運用に対する
評価・有効性の把握

03Ｔ　徳勢・澤木ら：伝統的
建造物群保存地区の選定が周
辺地域における建物の外観変
更に及ぼす影響に関する研究

03ｄ　金澤・倉根：
歴史的町並みにおけ
る景観形成活動の波
及とプロセス - 佐賀
市柳町の事例研究 -

07Z　橋詰・磯谷：
大宮盆栽町住宅地
における緑地景観
の特徴

07K　周・池田ら：
中国・長沙市歴史
的地区の再開発事
業における景観整
備計画と行政誘導
に関する研究

07K　野中：鹿児島・
山形屋の開業時の
立地と景観

07T　溝渕・大山ら：町並み
景観保全のための住宅建築
様式の現状把握とその評価
に関する研究

07ｄe　加瀬・横内ら：
近江八幡市における景
観法に基づく景観計画
の策定プロセスと運用
実態に関する研究

07ｄe　山本：景観・
デザインを考慮でき
る公共調達へ

る
す
対
に
用
運
の
度
制

握
把
の
性
効
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・
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01Ｔ　牛谷・増井ら：歴史的
町並みにおける景観形成の規
範の抽出に関する事例的研究

画
計

・
計
設

明
解
の
史
想
思

06Ｔ　徳勢・澤木ら：景観
施策の対象となっていない
集落における景観整備のあ
り方に関する研究 - 兵庫県
安楽田集落を事例として -

設計・計画
思想史の解明

07ｄ　園田・三宅ら：
中心市街地における
夜間景観の特質に関
する研究

図-5 研究系譜図（動向・現状の把握，変遷景観の特性把握，変動要因の影響把握，景観・風景の概念追求） 



 

 

評価軸の検討と方法論の確立

98Ｚ　橋本・工藤：東京・
芝浦地区における界隈景
観の自己組織的生成に関
する研究

98Ｔ　木多・舟橋：
都市景観における
視覚的「まとまり」
に関する研究 - 形
態的要因と色彩的
要因による「まと
まり」の考察 -

99Ｚ　近藤・中越ら：
広島大学キャンパス
内の小河川における
ビオトープ計画の景
観生態学的評価

99Ｋ　古賀・高ら：
キャプション評価
法による市民参加
型景観調査

99Ｋ　安藤・横内ら：
ウォーターフロントの
夜間景観に関する研究

00Ｚ　越智・池上ら：
都市化にともなう景観
構造変化のパッチレベ
ルにおける分析

00Ｚ　奥・深町：林内
トレイルにおいて体験
された景観型と利用形
態の関係に関する研究

01Ｋ　吉沢・石原ら：
夜間における都市公共
空間の景観印象評価に
関する研究

01Ｚ　栗原・古谷ら：
霧ヶ峰における自然
観察路から見る二次
草原の植生とその景
観評価に関する研究

01Ｔ　元重・仲間：
北九州市における
景観賞受賞作品の
立地特性と事後評
価について

01Ｔ　渡辺・横張ら：
開放性発現に資する都
市内農地景観の解明

01Ｚ　奥・深町：
林内トレイルの
シークエンス変
化に伴う景観体
験および満足感
評価の変動

01Ｚ　高山・小野ら：
自然眺望景観の評価
と緑量のｲﾒｰｼﾞとの関
連についての考察

02Ｄ　大野（研）・大野（博）：
色彩・形状の観点からみた数値
的景観評価の試み

02Ｋ　クフィル・
宗本ら：大阪湾人
工島における住戸
からの眺望の評価

02Ｚ　高山：生活域
周辺の自然環境と自
然眺望景観の認知・
評価構造との関連に
ついての考察

02Ｔ　嘉名：主要
眺望点における三
輪山の代表的形象
に関する研究

02Ｔ　川上・仙田：
都市景観における建
物のおさまり感の評
価構造に関する研究

02Ｋ　瀬田・松本ら：
ゆらぎ理論に基づく
街路樹と建物の変化
が街路景観の乱雑・
整然性及び魅力度に
与える影響

02Ｚ　酒井・藤居：
街路景観評価に対す
る分析手法の考察

03Ｋ　クフィル・宗本：
大阪湾人工島における
住戸からの眺望の評価

03Ｋ　瀬田・松本ら：
フーリエ変換を用いた
街路景観評価の有効性
に関する研究

01Ｚ　亀野・熊野ら：
運転者から見た分離
帯高木植栽の景観イ
メージの評価

04Ｔ　田中・秋山：
地方都市を対象と
した都市景観評価
へのエキスパート
システムの導入

04Ｚ　深町・奥：天橋立
における歴史的景観の変
遷と地域住民の景観評価
に関する研究

04Ｚ　奥・深町：パネル
調査による林内トレイル
景観評価の特性解析

05Ｔ　高瀬・奥谷ら：
色彩のフラクタル次元
を用いた景観評価手法
に関する研究

05Ｔ　小杉：イン
デックスを利用した
都市景観の分類・評
価に関する研究

05Ｄ　大野（研）・大野（博）
ら：色彩のフラクタル解
析を用いた河川景観の評
価手法

06Ｔ　石田・亀山：
北海道における道
路のシークエンス
景観の定量的評価
に関する研究

06Ｔ　鬼束・三宅：
ゆらぎによる街路
景観の定量評価と
心理評価との関連
性に関する研究

05ｄ　小島・田中ら：
都市景観評価のため
のエキスパートシス
テムの構築

04Ｚ　横山・深町ら：
宅地開発規模の異なる
２地域における住民の
里山景観保全に関する
意識構造の比較

01Ｋ　八木・伊藤ら：
シュミレーション・
ツールを用いた視空間
の印象評価の研究
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単純な植樹方法によっ
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らぎの値がどのように
変わるかまたその違い
と人の心理的評価の間
に関連性があるか検討

分析方法を参考
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05Ｔ　林・川合ら：
宅地内の庭木や生
垣によって形成さ
れる緑の景観の経
済評

03Ｔ　佐々木・小笠原ら：
視距離を考慮した天守閣
復元を伴う白河城の景観
整備効果の推定

06Ｔ　岩本・垣内ら：
ＣＶＭを用いた伝統的
建造物群保存地区の文
化的景観の経済評価

99ｄ　深掘・窪田ら：
街路景観整備手法の
費用と景観評価の相
関分析

04Ｔ　大澤・中井ら：
景観保全のための絶対
高さ制限に伴う機会費
用に関する研究

06Ｔ　氏家・垣内ら：
文化的景観の経済波
及効果

07D　田中・小島ら：
都市景観評価システ
ムを用いた地方都市
の景観分析

07Z　藤居：
地方都市にお
ける商業地の
街路景観整備
に関する研究

07K　小泉・岸本：
銀座中央通りにお
ける建物高さと建
物ファサードに着
目した景観分析

07Z　松本・澤木ら：
大都市圏周縁部にお
ける農地を中心に構
成される景観の評価
構造に関する研究

06ｄe　山下・中村：
流域景観の地理情報
と意識評価の統合

06ｄe　山口・水谷ら：
昭和初期の嵯峨におけ
る風景の価値評価に関
する研究

07T　辰巳・外井：野外
での景観評価と動画を用
いた室内実験での景観評
価の相違性に関する研究

07T　宮脇・梶原：景観規制が
地価に及ぼす影響に関する研究

イメージ・認
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景観構成要素と全
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07ｄe　福井・岡田：土木
学会デザイン賞における
土木デザインの評価分析

07ｄe　Ganga N. SAMARASEKARA,
Kiyotaka FUKAHORI et al： DISTANCE
COGNITION AFFECTED BY URBAN
VEGETATION : INVESTIGATION AT
PERSPECTIVE AND ROUTE
KNOWLEDGE LEVEL

02Ｋ　松原・河上ら：
温度と騒音の複合環
境が景観評価に与え
る影響

99Ｋ　西鷹・松原ら：
都市景観評価に対す
る複合環境評価的視
点からの実験的検討

00Ｔ　杦浦・加我ら：
「住みやすいまち」と
「訪れたいまち」とし
ての魅力から捉えた
生活者と来訪者の景
観評価に関する一致
点と相違点 - 滋賀県
長浜市を事例として -

00Ｔ　赤松・安田ら：
街路景観における植
栽の配置構成とその
評価に関する研究

握
把
響
影
の
へ
価
評
る
よ
に
性
属

07T　松井・岡崎：
目標都市像を踏ま
えた景観形成にお
ける合意形成過程
に関する研究

合意形成手法

の検討

住民を中心とし

た計画づくり

98Ｔ　柴田・溝上：
景観計画における市
民参加のための合意
形成型デザイン手法
に関する研究

00Ｋ　本間・位寄ら：
景観設計プロセスに
おける代替案選定手
法に関する考察

98Ｚ　大路・杉本ら：住宅地
の景観形成実態からみた敷地
計画における景観配慮プログ
ラムのための基礎的研究

98Ｋ　村川・西名ら：
住民による地域の伝
統的みどり景観の評
価構造に関する研究

00Ｋ　岡崎・西村：
立案初期段階からの
住民参加による景観
形成制度の策定

01Ｔ　野嶋・松元：まちづくり
市民組織の発足と展開のプロセ
スに関する研究 - 長浜市中心市
街地の事例 -

01Ｔ　柴田：景観施策に
対する自治体の意識から
みた住民参加型景観づく
りの可能性に関する研究

唆
示
を
係
関
な
的
振
共
の
景
修

・
理
修

99Ｋ　柴田：街
路景観の心理的
効果のモデル化
と画像検索シス
テムへの応用

02Ｚ　柴田：自治体意識
にみる景観形成の課題と
求められる専門家像に関
する考察

03Ｋ　松元・野嶋ら：持続的
なまちづくりと連動した街並
み景観形成に関わる研究

04Ｋ　西島：伝統的
建造物群保存地区に
おける居住者の住教
育意向特性

05Ｔ　庄野・三宅：風土
的景観の継承活動として
の市民参加型石積みに関
する研究

07ｄ　柴田・西原ら：
合意形成プロセスと
完成した空間デザイ
ンの質的事後評価に
みる住民参加型整備
事業の課題に関する
考察

07ｄe　高尾・野口ら：
地方幹線道路拡幅事業
における計画段階から
実施段階までの住民参
加の効果と課題

図-6 研究系譜図（評価軸の検討と方法論の確立，合意形成手法の検討，住民を中心とした計画づくり） 



 

 

有効なデザイン

手法の提示

景観構成要素と全体評

価との関連性の把握

98Ｋ　鵤・日高ら：
広重の浮世絵風景画
にみる樹木の構図的
機能に関する考察

98Ｚ　駒田・市原：
公園利用者の歩行速
度と景観との関係

99Ｋ　卯月：世田
谷区における公共
空間整備を中心と
した都市デザイン
施策の展開

01Ｋ　島・横内ら：
「人と建築物と海」

の関係からみた海
景観賞の型に関す
る研究

04Ｔ　田中・木下
ら：目神山住宅地
１２番坂における
景観に配慮した敷
地の計画・整備手
法に関する研究

05Ｔ　樋口・高尾：
可動式歩道橋の景観
設計に関する考察

06Ｔ　松浦・巌佐ら：明治・
大正期における官庁街の立地
特性と都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ手法の解読

03ｄ　出村・川崎：
近代吉田山の丘陵地
開発における景観デ
ザインに関する研究

99ｄ　上島・善見：
伝統的な水辺空間に
おける眺望及びアク
セスのデザイン原則
に関する研究

05Ｋ　亀井・曽根ら；
郊外大規模戸建住宅
団地の住戸植栽と街
路景観に関する研究

98Ｋ　坂井・萩島ら：
浮世絵風景画に描か
れた宿場の景観構成
に関する考察

98Ｔ　矢田・仙田ら：
都市における噴水、
滝等の人工的に整備
された水辺空間の景
観形成に関する研究

00Ｚ　吉田・高木ら：
札幌市のアーバンフ
リンジを事例とした
景観評価

01Ｔ　山田・岡崎ら：
まちなみ景観と建築物
の調和に関する研究

01Ｋ　山口：歩道景観に
おける全体評価と構成要
素の評価・注目度・面積
率との関係に関する研究

02Ｔ　藤居・酒井：
街路景観評価に対す
る因果関係の分析

03Ｚ　林：「政基公旅引付」
にみられる中世後期日根野
の村落生活と景観要素との
関わりについて

04Ｚ　中田・深町ら：
滋賀県湖西地域の里山
における弧立木および
弧立小規模樹林地の景
観パターン

05Ｚ　富所・浅川ら：
北海道胆振地域の湿
原景観に対する印象
と評価

05Ｚ　奥・深町：
嵐山の森林景観に
おける地域らしさ
の評価構造

イメージ・認識
構造の把握

住民を中心とした
計画づくり

照
参
を
果
成

06ｄe　星野・
小林：風景演
出のためのト
ンネル坑口デ
ザイン

07K　前田：都
市開発事業にお
ける都市デザイ
ンの展開

07K　花岡・西山：歴史的
集落・町並みにおける伝
統的景観要素の明確化に
関する研究

06ｄe　田中・川崎ら：
電気事業に着目した近代
京都の街路景観デザイン

歴史的景観の保全

06ｄe　伊藤・
天野ら：鋼製
車両用橋梁用
防護柵のデザ
インと開発

06ｄe　川﨑・金谷ら：金沢
都心部の夜景創出－照明プ
ロジェクト「月見光路」－

06ｄe　中島・松尾ら：空
間構成と人の動きに着目
した橋詰広場のデザイン

06ｄe　中井・崎谷ら：宿毛・
松田川河川公園 ( 仮称 ) の設計

07ｄe　関・浅野：鳴門
西ＰＡ周辺プロジェク
トにおけるコンクリー
ト構造物のデザイン

07ｄe　柴田・石橋ら：
福教大附属福岡小学校
における児童参加の
広場デザイン

06ｄe　Mamoru
KAWAGUCHI： A FEW
THOUGHTS ON HOW
WE DEFINE
STRUCTURAL FORMS

06ｄe　狩野・窪田ら：
都市河川に架かる歴史
的橋梁の構造形態を考
慮した夜景照明手法

07ｄe　荻野：
ランドプランニ
ング技法による
キャンパス計画

シミュレーション・システムの開発

06Ｚ　岡本・齋藤：
植生型と地形依存
性を考慮した天然
林森林景観シュミ
レーションの構築

05Ｚ　本條・野口
ら：ＸＭＬを用いた
景観可視化

05Ｚ　岡本・斎藤ら：
ＧＩＳと植物モデル
を応用した森林景観
履歴復元手法の開発

03Ｚ　林・本條：インターネット
上での景観評価システムの開発と
実用性について

02Ｚ　林・本條：
VRML 画像を景観
評価に用いる有
効性について

02Ｚ　斎藤・藤原ら：
森林景観ロボットカメ
ラの新機能開発と環境
音記録に関する研究

02Ｋ　渡辺・葛城：
奈良町における街並
み景観保全のための
町屋の意匠構成要素
に基づく造形ライブ
ラリーに関する研究

99Ｋ　大貝・池田ら：
遺伝的ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用
いた都市景観構成要
素配置の評価手法

02Ｋ　韓・佐藤ら：
天空写真をパノラ
マ画像に展開する
手法の開発と景観
構成要素による景
観場の類型

02Ｔ　村上・鵤ら：
３次元街路景観モ
デルを活用した視
覚的景観特性に関
する研究

00Ｚ　林・本條ら：
ＶＲＭＬと植物形
状データベースに
よる景観可視化手
法に関する研究

99Ｋ　有馬・佐藤ら：
３次元ＣＧを用いた
景観特性の計量化と
そのシステム開発に
関する研究

99Ｚ　本條・林ら：
ＶＲＭＬによる景
観可視化

98Ｋ　鄭・奥ら：
バーチャルリアリ
ティを用いた街路
景観の移行変化と
評価に関する研究

98Ｋ　川崎・宗本ら：
ＣＧによる色彩遠近効
果の景観描写法に関す
る研究

98Ｚ　本條・
竹内：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
上での地形・
景観の三次元
可視化手法

98Ｚ　斎藤・藤原ら：
ランドスケープ情報
基盤構築のための景
観モニタリング手法

99Ｋ　北原・佐藤ら：
景観シュミレーショ
ンＣＧのための建物
壁面データの合成

02Ｚ　斎藤・藤原ら：
森林景観ロボットカメ
ラの新機能開発と環境
音記録に関する研究
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99Ｋ　鄭・中村ら：
高層階を形態コント
ロールした場合の景
観の移行変化と評価
に関する研究

01Ｋ　李・位寄：
動的景観評価のた
めのインタラク
ティブレンダリン
グシステム

01ｄ　永井・山中ら：
ＶＲＭＬを用いた景
観シミュレーション
の利用環境分析

99ｄ　合田・窪田：
仮想空間における
住宅地の街路景観
と経路選択の分析

99ｄ　三谷・山中ら：
ＶＲＭＬを用いた景観
シミュレーションの空
間評価への適用可能性
に関する基礎的分析

99ｄ　ハマード・杉原
ら：３Ｄ-ＧＩＳ及びイ
ンターネットを用いた
都市景観評価の合意形
成システム
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課題であった天然林・
二次林の再現を考察
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評価軸の検討と
方法論の確立
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02Ｔ　村上・鵤ら：
３次元街路景観モ
デルを活用した視
覚的景観特性に関
する研究

調査手法におけ
る安定性の検討

図-7 研究系譜図（シミュレーション・システムの開発，有効なデザイン手法の提示，景観構成要素と全体評価との関連性の把握） 

 



 

(2)景観保存研究の再重視  一方で，インターネットの普及やコンピュータ性能の

向上により「シミュレーション・システムの開発」の研

究が継続的に行われている（図-7）．また研究の背景と

して「合意形成」をキーワードとして掲げている論文が

多く見受けられた．研究内容としては，VRML(Virtual 
Reality Modeling Language)に関する研究が造園学会45)，土

木計画学分野46)にて発展が見られる．また03年には，イ

ンターネット上で景観評価を行うシステムの実用性を検

討した研究47)も見られ，05年にはシステムの凡用化・共

通化を目的とする研究48)，06年には今まで再現の困難で

あった天然林・二次林に対するシミュレーションなど49)，

継続的な研究活動が行われている． 

先行研究60),61)でも指摘されているように，景観は元来，

保護すべき対象としての価値が主流であったと考えられ

る．しかし，高度経済成長期に進行した標準設計によっ

て都市の画一化が問題視され，80 年代後半から 90 年代

には多くの「有効なデザイン手法の提示」研究が行われ

ている．すなわち，操作論的観点から魅力ある新たな景

観を生み出そうとする「創造型」の研究が主流であった

とも解される．しかし，本稿で導出されたここ 10 年間

の系譜図の検証からは「歴史的景観の保存」研究の増加，

さらに「事業効果の把握」研究や「動向・現状の把握」

研究に歴史的建造物保存の観点が散見されている．つま

り，90 年代まで主流であった創造型の研究視点に対し

て，00 年代では景観「保存」に関わる研究視点が再重

視されている傾向が見出される．ただし，研究数が増加

した一方で，伝建地区や貴重な歴史的建造物など，保存

対象とする景観の価値は明確なものが多く，捉えにくい

生活文化に関わる景観保存等の研究は未だ少ない．文化

的景観の重要性が謳われる今日，人々の暮らしや生業を

巡る，よりソフトな保存対象を論じる景観研究の視点も

望まれよう． 

 加えて「住民を中心とした計画づくり」においては，

敷地計画における景観配慮プログラムについて居住者の

満足度から論じた研究や50)，公民一体となった街並み景

観整備に関する研究が行われている51)．05年には風土的

景観の継承活動として住民による石積み教室の可能性を

論じたもの52)や07年には住民参加型の公園整備事業を事

例に，合意形成プロセスと完成したデザインとの質的関

係について事後評価を行った研究も見られる53)． 

e)景観設計に資する方法論の記録と提示 

  景観設計に関わる「有効なデザイン手法の提示」研究

は景観・デザイン研究論文集の発刊とともに論文数が伸

びつつある（図-7）．99年には水辺空間における眺望と

水際線へのアクセスについて論じたもの54)や近代吉田山

の丘陵地開発における景観デザインについて検証した研

究55)が03年に行われている．また近年の景観・デザイン

研究論文の成果として，防護策56)やトンネル坑口57)，河

川公園58)やパーキングエリア59)など，実務として具体的

にデザインされた作品を示し，その設計経緯を詳述する

論文スタイルが特長を持っている．  

(3)合意形成手法の実践的有用性 

系譜図では「合意形成手法の検討」研究は 00 年以降，

あまり行われていない．しかし「評価軸の検討と方法論

の確立」研究や「シミュレーション・システムの開発」

研究の目的・背景には「合意形成」というキーワードは

頻繁に使用されていた．つまり，00 年代に「合意形成

手法の検討」という研究意義は一般化され，その方法論

的な精緻化に主眼が置かれている傾向が読み取れる．近

年，住民参加型まちづくりの実践期にあることを考慮す

ると，今後はまちづくりの現場に即した合意形成手法の

有用性と限界等を踏まえた実践的研究が求められよう． 

 

 

  

４．系譜図からみた景観論の動向と課題 (4)変遷景観研究の増加とその活用 

 ここ 10 年間の系譜図の動向から，近年「変遷景観の

特性把握」研究が盛んに行われていることが明らかとな

った．さらに景観の変遷研究の目的・背景に着目してみ

ると，史実の解明から見えてくる知見を今後の景観施策

に活かそうとする視点が垣間見られた．景観法に基づく

規制強化に対して，住民の理解を得るためには，その地

域の歴史的経緯や景観的価値が共有される必要があり，

その根拠となる情報源として，変遷景観の研究成果が活

かされる可能性は十分に認められる．すなわち，景観変

容を明らかにすることに対し，今後の景観保全施策を考

えるための基礎資料というだけでなく，より戦略的な活

用を企図した研究展開のあり方も模索されよう． 

 98年から07年までの景観研究の系譜を踏まえ，景観論

の動向について総括的考察を試みる． 

(1)景観法に基づく施策展開とその実効性 

「制度の運用に対する評価・有効性の把握」研究の増

加傾向とその内容から，景観法施行に伴う課題解決型の

研究が今後も求められることは想像に難くない．今日，

全国において景観法に基づく景観計画の策定が進んでお

り，その手続き的な課題も浮上してくるものと考えられ

る．さらに，策定後の実効性や建築，都市計画といった

他の法律や施策事業との連携など，より実務的な研究課

題への対応が求められる時期に来ているといえよう． 

  

 



 

５．おわりに 

  
 本稿では，景観法成立前後の 98 年から 07 年までの

10 年間に発表された景観研究論文を対象に，研究目的

別の系譜図を作成した．さらに先行研究の成果を踏まえ，

作成した系譜図に対する考察から，景観論の動向と今後

の課題について検討した．本稿の成果を以下にまとめる． 
①98年から 07年までの 10年間を対象とし，キーワード  

検索等により景観研究論文として 454 編の論文が選出  

された． 

②選出された論文数の経年的整理を行い，その動向とし

て，ほぼ隔年周期で論文数の増減が見られ，景観に関

連する研究成果は 1 年ほどの短期間では現れにくい傾

向などを指摘した． 

③また 454編の研究論文を精読し，研究目的に着目した

31 の研究視点が抽出され，視点毎の研究系譜図を導出

した． 
④系譜図に対する景観論の動向と今後の課題として，景

観法に基づく施策展開とその実効性，景観保存研究の

再重視や合意形成手法の実践的有用性，変遷景観研究

の増加とその活用について考察を行った． 
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